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介　   護予防事業について、各担当地区の
地域包括支援センターにご相談ください！ 高

齢
者
の
皆
さ
ん
が

い
つ
ま
で
も
健
や
か
に

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
に

うつぶき
地域包括支援センター

担当地域：上北条・社・高城

所  在  地：上井３００

あ２６―６３７８／い４７―４７６６

山陰合銀
・

河北中

ここ！ 
（ケアハウスうつぶき内） 

マグノリア
地域包括支援センター

担当地域：上井・西郷・灘手

所  在  地：上井町１丁目２―１

あ２６―３９２２／い２６―３９２３

山陰合銀
・

ここ！ 
（地域ケアセンター 
マグノリア内） 

倉吉中央（上灘・成徳）
地域包括支援センター

担当地域：上灘・成徳

所  在  地：宮川町１２９

あ２２―６１０２／い２２―６１０６

・山陰合銀

・東宝ストア

・
倉吉パークスクエア

・郵便局

ここ！（清水病院内）

明倫・小鴨
地域包括支援センター

担当地域：明倫・小鴨

所  在  地：瀬崎町２７１４―１

あ２３―７１０６／い２３―７１２２

野島病院老健
のじま

ここ！ 
玉川 

かもがわ
地域包括支援センター

担当地域：北谷・上小鴨・関金

所在地：関金町関金宿１１１５―２

あ４５―３８８８／い４５―２５３３

湯命館

ここ！ 
（倉吉市高齢者生活 
福祉センター内） 

　

倉
吉
市
に
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
５
か
所
あ
り
ま
す
。

　

介
護
・
福
祉
・
保
健
の
専
門
職
員（
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

社
会
福
祉
士
、
保
健
師
な
ど
）が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
、
担
当
地
域
で

暮
ら
す
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
支
援
し
ま
す
。

こんなことについて…

▼  通所トレーニングの利用

▼  介護予防教室の開催

▼  日ごろのさまざまな不安

　

倉
吉
市
の
介
護
保
険
事
業
計
画

の
見
直
し
や
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
運
営
に
つ
い
て
話

し
合
う「
倉
吉
市
い
き
い
き
長
寿

社
会
推
進
協
議
会
部
会
」
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

：

２
人

応
募
資
格

：

市
内
に
在
住
し
て
い

る
介
護
保
険
の
被
保
険
者（
40
歳

以
上
）の
人
で
、
年
３
回
程
度
平
日

に
開
催
さ
れ
る
委
員
会
に
出
席
で

き
る
人

任　

期

：

３
年

応
募
方
法

：

介
護
保
険
に
望
む
こ

と
、
応
募
の
動
機
、
高
齢
社
会
の

あ
り
方
な
ど
を
８
０
０
字
程
度(

様

式
は
問
い
ま
せ
ん)

に
ま
と
め
、

住
所
・
名
前
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
し
た
上
で
、
持
参
ま
た
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

：

８
月
19
日（
金
）必
着

問
長
寿
社
会
課（
〒
６
８
２
―

８
６
１
１

（
住
所
不
要
）
あ
２
２
―

７
８
５
１
／
い

２
２
―

２
９
５
４
）

を募集
します。
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８月の認知症の人と家族の会
　　　　　　　「家族の集い」

　介護家族・介護体験者が参加して、お互いが抱えて

いる悩みを語り合い、分かち合ったり、情報交換したり、

何でも話し合える場です。気軽に参加してください。

倉吉会場 第３木曜日
と　き：８月１８日（木）午前１０時～正午

ところ：倉吉交流プラザ

関金会場１０月、１月の第１木曜日
問長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

　今、高齢者虐待、孤独死、老老介護、認認介護など、

さまざまな地域課題を解決するためにも、住民、地域、

専門職、行政などのネットワークにより活動を進める

「仕組み」が求められています。

　そこで、各分野のリーダーをパネリストに迎え、活

動展開方法と課題を探ることを目的に、認知症サミッ

ト鳥取を開催します。

【と　き】８月２１日（日）午後０時５０分～４時

【ところ】新日本海新聞社中部本社

【オープニングアトラクション】ゴスペルオーブ

【基調講演】「認知症予防のできるまちづくりを目指して」

  講　師： 浦上 克哉さん（鳥取大学医学部教授）

【活動報告】座　長： 山田 修平さん（鳥取短期大学学長）

【ディスカッション】コーディネーター： 山田 修平さん

【参加料】無料

問認知症サミット鳥取事務局（ＮＰＯ法人がいなネット事務局）
（あ０８５９―２９―００９９／い０８５９―２４―２２４９）、ま

たは倉吉市役所長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

市民フォーラム

第２回 認知症サミット鳥取
～ 認知症になっても誰もが安心して安全に
暮らせるまちづくりを～

【と　き】８月２４日（水）午前１０時３０分～午後３時
【内　容】午前：話「尿失禁について考えよう」

 講　師：加藤典
の り こ

紅さん（加藤調剤薬局）
午後： 自由時間（脳トレクイズ、ニュースポー

ツ、健康相談など）
ところ：グリーンスコーレせきがね    
参加料：１，３００円（昼食・入浴料）
募集条件：６５歳以上で、介護認定を受けていない人
※毎月、申し込みが必要です。
※送迎希望の場合は、開催日の１週間前までにご連絡ください。

問長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

８月ホッといきいき教室
　　　　　　    ～介護予防教室～

187

とりたんオープンキャンパス
　進学を希望する高校生や社会人の皆さんはもち
ろん、保護者、一般の皆さんもぜひお気軽にお越
しください。

【と　き】８月２０日（土）
午前１１時～午後３時３０分

（受付：午前１０時１５分～）

◎学科別授業体験

・ことばを楽しむ～伝承ことばあそび～
・Excel応用術！～利用者に配慮したシステム作り～
・ペーパークラフトで現代建築をつくろう
・簡単なおやつ作りに挑戦してみよう
・そもそも「教育」って何だろう？～語源から考える～
　ほか
◎卒業生パネルディスカッション

◎保護者対象説明会

◎社会人入学相談コーナー　など

昼食（無料）

【無料送迎バス】

行　き： 倉吉駅４番バス乗り場 発
　　　　　　（午前１０時２５分、１０時４５分）

帰　り：短大 発（午後３時４０分、３時５５分）

■次回開催は、９月１１日（日）の予定です。

問鳥取短期大学 入試広報課（あ２６―９１７１）

白
鳥
寮
に
て
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た

　

６
月
22
日（
水
）
午
後
３
時
か
ら
短
大
敷

地
内
に
あ
る
学
生
寮「
白
鳥
寮
」
で
、
避
難

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
寮
内
の
調
理
室
で
の
火

災
発
生
を
想
定
し
て
建
物
か
ら
避
難
す
る

と
い
う
内
容
で
、
第
１
発
見
者
の
学
生
に

よ
る
火
災
の
発
見
報
告
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
寮
内
に
火
災
発
生
の
放
送
が
あ

り
、
非
常
ベ
ル
が
鳴
り
響
く
中
、
学
生
た

ち
は
外
部
階
段
を
下
り
て
、
速
や
か
に
建

物
の
外
に
避
難
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
４

階
に
設
置
さ
れ
た
救
助
袋
を
使
っ
た
避
難

訓
練
と
、
消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
は
、「
震
災
も
あ
っ
た
の

で
、
今
日
の
訓
練
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
普
段

か
ら
火
の
元
な
ど
に
気

を
付
け
た
い
」
と
話
し

て
お
り
、
今
回
の
訓
練

が
、
災
害
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

▲消火訓練を行う学生
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故
郷
、
江カ

ン
ヌ
ン陵　

③

　

今
月
で
、
私
の
故
郷
で
あ
る
江

陵
の
話
も
最
後
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
江
陵
の
さ
ま
ざ
ま
な

魅
力
や
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
江
陵
な
ど
江カ
ン
ウ
ォ
ン
ド

原
道

東
部
の
お
い
し
い
食
べ
物
を
紹
介

し
ま
す
。

　

韓
国
の
食
の
都
と
言
え
ば
、
全

チ
ョ
ル

羅ラ

ド道
を
中
心
と
し
た
西
南
部
が
有
名

で
す
が
、
素
材
を
生
か
し
た
素
朴
な

味
が
特
徴
で
あ
る
江
原
道
の
食
べ
物

も
、
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

　

江
陵
の
食
べ
物
と
い
え
ば
、
ま

ず
豆
腐
が
浮
か
び
ま
す
。
に
が
り

の
代
わ
り
に
海
水
で
固
め
た
豆
腐

は
、
素
材
の
純
粋
な
味
と
独
特
な

風
味
を
持
つ
一
品
で
す
。
そ
の
お

ぼ
ろ
豆
腐
を
温
め
、
醤し
ょ
う
ゆ油

だ
け
で

味
付
け
し
て
食
べ
る
ス
ン
ド
ゥ
ブ

も
格
別
で
す
。
韓
国
で
の
お
ぼ
ろ

豆
腐
の
一
般
的
な
食
べ
方
は
、
辛

く
濃
い
味
の
チ
ゲ
が
多
い
で
す

が
、
江
陵
だ
け
は
、
こ
の
よ
う
に

シ
ン
プ
ル
に
食
べ
ま
す
。

　

江
陵
や
江
原
道
と
い
う
地
名
を

聞
く
と
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
連
想
す

る
韓
国
人
が
多
い
で
す
。
そ
れ
は
、

平
野
の
少
な
い
江
原
道
で
は
、
昔

か
ら
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
栽
培
が
盛
ん

だ
か
ら
で
す
。
そ
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ

で
作
っ
た
チ
ヂ
ミ
や
す
い
と
ん
な

ど
、
色
ん
な
食
べ
物
も
お
い
し
く
、

私
も
帰
省
す
る
た
び
に
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　

そ
ば
も
有
名
で
、
江
陵
か
ら
西

に
車
で
40
分
ほ
ど
走
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
、
平
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
昌
と
い
う
高
原
地
帯

が
名
産
地
で
す
。
チ
ヂ
ミ
や
ム
ク

（
そ
ば
粉
を
煮
か
た
め
、
ゼ
リ
ー
状

に
し
た
も
の
）
と
い
っ
た
食
べ
物

や
、
水
キ
ム
チ
の
汁
で
作
っ
た
冷

た
い
ス
ー
プ
に
、
そ
ば
の
麺
を
入

れ
て
食
べ
る
マ
ッ
ク
ク
ス
も
お
い

し
い
で
す
。

　

ま
た
、
江
原
道
の
東
側
は
、
東

海
に
も
面
し
て
い
る
た
め
、
海
の

幸
も
と
て
も
有
名
で
す
。
夏
に

は
イ
カ
な
ど
が
よ
く
取
れ
、
冬
は

ホ
ッ
ケ
な
ど
油
の
乗
っ
た
お
い
し

い
魚
を
よ
く
食
べ
ま
す
。
韓
国
語

で
明ミ
ョ
ン
テ太
と
い
わ
れ
る
ス
ケ
ソ
ウ
ダ

ラ
も
有
名
で
し
た
が
、
最
近
は
漁

獲
量
が
減
り
ま
し
た
。

　

先
日
、
江
原
道
に
は
朗
報
が
あ

り
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
冬
季
五

輪
の
開
催
地
と
し
て
、
江
原
道
が

選
ば
れ
た
の
で
す
。
メ
イ
ン
会
場

は
、
ス
キ
ー
場
で
も
有
名
な
平
昌

で
す
が
、
氷
上
競
技
は
江
陵
が
メ

イ
ン
会
場
だ
そ
う
で
す
。
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
や
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

は
も
ち
ろ
ん
、
人
気
の
フ
ィ
ギ
ュ

ア
や
カ
ー
リ
ン
グ
な
ど
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
多
く
の
人
々
が
、
五
輪

を
き
っ
か
け
に
訪
れ
、
江
陵
の
魅

力
に
触
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

▲ 左上から時計回りで、
スンドゥブ、ジャガイモチヂミ、
そばムク、マッククス

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

倉
吉
市
長　

石
田 

耕
太
郎

　

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
ま
も

な
く
５
か
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

大
地
震
、
大
津
波
、
そ
し
て
原
子
力
発
電
所

の
事
故
と
、
二
重
三
重
に
重
な
っ
た
大
災
害

は
、
い
ま
だ
復
興
の
目
途
も
立
た
な
い
現
状

に
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
原
子
力
発
電
所
の

事
故
は
、
そ
の
対
処
に
今
後
数
十
年
単
位
の

時
間
を
要
す
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
対
象

地
域
の
方
々
が
一
日
も
早
く
元
の
生
活
を
取

り
戻
せ
る
よ
う
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

私
も
去
る
６
月
に
宮
城
県
石
巻
市
を
訪
問

し
亀
山
市
長
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
う
と
と
も

に
、
本
市
か
ら
避
難
所
支
援
と
し
て
派
遣
し

て
い
る
職
員
の
激
励
も
行
い
ま
し
た
。
比
較

的
大
き
な
災
害
が
少
な
い
と
言
わ
れ
る
倉
吉

で
す
が
、
こ
う
し
た
被
災
地
の
姿
も
見
な
が

ら
、
油
断
せ
ず
、
し
っ
か
り
と
し
た
防
災
体

制
を
つ
く
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

災
害
は
、
地
震
や
津
波
だ
け
で
な
く
、

今
年
の
正
月
の
大
雪
の
被
害
、
各
地
で
発

生
し
て
い
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
台
風
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
災
害
へ
の
対
処
を
考
え
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
、
津
波
の
際
に
も
、
各
自

治
体
で
避
難
を
呼
び
か
け
る
放
送
が
流
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
本
市
で
も
防
災
行
政
無
線
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
家
を
閉
め
切
っ
て

い
る
と
き
、
大
雨
の
と
き
な
ど
に
は
放
送
が

よ
く
聞
こ
え
な
い
と
の
苦
情
も
伺
っ
て
い
ま

す
。
避
難
情
報
な
ど
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
的

確
に
伝
わ
る
こ
と
は
最
も
基
本
的
な
要
素
で

す
。
こ
の
た
め
、
こ
う
し
た
情
報
が
き
ち
ん

と
伝
わ
る
よ
う
、
屋
外
放
送
の
ほ
か
、
各
家

庭
に
戸
別
の
屋
内
受
信
機
を
つ
け
る
よ
う
、

防
災
行
政
無
線
の
再
整
備
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
で
は
避
難
の
難
し
い
方
も

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
避
難
所

や
避
難
経
路
の
見
直
し
も
必
要
で
す
。
ま

た
、
そ
れ
ら
を
想
定
し
た
訓
練
も
必
要
で

す
。
自
主
防
災
組
織
の
強
化
を
図
り
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
避
難
で
き
る
体
制

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
、
市
の
新
し
い
組
織

と
し
て
、
防
災
調
整
監
と
防
災
安
全
課
を

設
置
し
ま
し
た
。
科
学
的
知
見
に
基
づ
き

改
め
て
被
害
想
定
を
見
直
し
、
そ
れ
ら
を

踏
ま
え
て
市
と
し
て
の
し
っ
か
り
と
し
た

防
災
計
画
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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～より便利で役立つ公共交通を目指して～

第１回倉吉市地域公共交通会議

７月６日（水）
　倉吉市では、バスやタクシーなどの公共交通の運行を、より地域

のニーズに応え、市民生活に役立つものにするよう話し合う「倉吉

市地域公共交通会議」を設置しています。

　今年度１回目となるこの会議では、ＮＰＯたかしろが実施してい

る過疎地有償運送事業に係る更新申請を承認したほか、１０月から

実施予定のＪＲ倉吉駅北側商業施設への新規バス運行について協

議しました。新規のバス運行については、「多くの住民に利用して

もらえるようしっかり周知してほしい」などの意見が出され、承認さ

れました。

～必要不可欠な人材となることを目指して～

倉吉市商工従業員激励大会

７月７日（木）
　倉吉市内の商工業の事業所に勤務する従業員を表彰する式典と
激励会が倉吉市と倉吉商工会議所により開催されました。
　１０年以上同一の事業所に勤務した「永年勤続者」１３７人へ表
彰状と記念品が贈呈され、今年、新たに事業所に就職した「新規学
校卒業者」１１５人に記念品が贈られました。
　被表彰者を代表して、オンキヨートレーディング㈱の深田宏美
さんが、「これまで自分なりの工夫を重ね、仲間と切磋琢磨して仕
事に励んできた。今後も新しく入社した人と一緒に努力していき
たい」と謝辞と決意を述べました。

～不法投棄の根絶を目指して～

「植
うえ き つ つ み

木堤」の不法投棄廃棄物撤去奉仕作業

７月６日（水）
　昨年に引き続き、植木堤（国府）で不法投棄されているごみの撤

去を行うため、近隣住民をはじめ、久米ヶ原土地改良区の組合員、

県産業廃棄物協会中部支部の会員、行政機関の職員など約６０人

が集まりました。

　約１時間３０分の作業で、鉄くずや農業用ビニール、タイヤ、家

電品などの不法投棄された廃棄物が集まり、県産業廃棄物協会中

部支部から無償提供されたクレーン車やダンプなどを使い、２ト

ンダンプ５台分のごみを、撤去しました。

今 月 の 福祉補聴器相談会 今 月 の 福祉補聴器相談会 
日 時 ： 月8 24日（水） AM1 0 ： 00～1 2 ： 00 

場 所 ： 市役所東庁舎１階 福祉課横　倉吉市福祉事務所 

相談 会 は 、 毎月第四水曜 日 で す 。 

～有料広告募集中～

【大きさ】

１号：縦5㎝×横18㎝

２号：縦5㎝×横 9㎝

３号：縦5㎝×横 6㎝

【掲載料】

１号：30,000円／回

２号：15,000円／回

３号：10,000円／回
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 倉吉パークスクエア ８月の催し物 ピックアップ　倉吉パークスクエア ８月の催し物 ピックアップ★★★★★★★ ★★★★★★★ 

倉吉未来中心（あ２３―５３９０／い４７―０２５５）、倉吉交流プラザ：（あ４７―１１８１／い４７―１１８０）

倉吉未来中心　大ホール

■第５１回全日本吹奏楽コンクール　鳥取県大会

と　き： ８月６日（土）１０：３０～１８：００

　　　      ８月７日（日）１０：００～１９：００

　　　    ８月８日（月）１０：００～１７：３０

■倉吉未来中心　ホールたんけんツアー２０１１

と　き： ８月２０日（土）１０：００～正午

■平成２３年度県民総合福祉大会

と　き： ８月２５日（木）１０：３０～１４：３０

倉吉未来中心　小ホール

■第２２回鳥取県道徳教育研究大会

と　き： ８月９日（火）９：３０～１６：３０

■トミヤピアノ合同発表会

と　き：    ８月２１日（日）①１０：００～、②１２：３０～、③

１４：３０～ 

８月２８日（日）①９：３０～、②１２：３０～、③

１４：３０～

倉吉未来中心　アトリウム
 

■とっとり地域生活百景・とっとりの鏝
こ て え

絵なまこ壁展示会

と　き： ８月９日（火）～１６日（火）１２：００（初日）～１３：

００（最終日）

倉吉未来中心　リハーサル室

■ヤングミュージックフェスティバル２０１１

と　き： ８月２１日（日）１４：００～１８：００

倉吉交流プラザ　第１研修室

■   鳥取短期大学公開講座「つくる楽しさ　あじわう喜び

最近のものづくりを体験してみようーオルゴールづくりー

と　き： ８月７日（日）１３：３０～１５：００

　　　　
倉吉交流プラザ　視聴覚ホール

■ 鳥取短期大学公開講座「つくる楽しさ　あじわう喜び

生きがいのある地域社会をつくる

と　き： ８月２０日（土）１３：３０～１５：００

■ 鳥取短期大学公開講座「つくる楽しさ　あじわう喜び

作家 その人と真実

と　き： ８月２７日（土）１３：３０～１５：００

　　　　
ふれあい広場

■フリーマーケット「くらよし大市」

と　き： ８月２８日（日）９：００～正午

■ニホンリス誕生のお知らせ

　子リスが誕生しました。

　観察は、柵の外から静かに

行ってください。

　なお、ケージ内の見学は、秋

ごろに実施する予定です。

　
　

展
覧
会
・
展
示
会

《
百
花
堂
》　

■
第
６
回「
山
陰
モ
ノ
ク
ロ
の
会
」
写
真
展
５

日
〜
10
日　

■
中
部
版
画
展
12
日
〜
17
日　

■
山
崎
雲う

ん
が
い外

北
谷
教
室
社
中
展
19
日
〜
24
日　

■
夏
の
草
物
盆
栽
展
26

日
〜
30
日　

《
リ
フ
レ
プ
ラ
ザ
倉
吉
》　

■
森
井
裕
子
線
細
ペ
ン
画
展
15

日
〜
30
日　

■
上
神
の
里
陶
芸
教
室
作
品
展
９
月
１
日
〜

13
日

　
　

ス
ポ
ー
ツ

《
市
営
陸
上
競
技
場
》　

■
第
42
回
鳥
取
県
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上

選
手
権
大
会
27
日
・
28
日

《
市
営
ラ
グ
ビ
ー
場
》　

■
倉
吉
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
20
日
・
21
日

《
市
営
庭
球
場
》　

■
秋
田
・
広
富
杯
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

６
日　

■
中
部
中
学
校
学
年
別
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
27
日

《
市
営
野
球
場
》　

■
第
47
回
鳥
取
県
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
祭

典
軟
式
野
球
大
会
６
日　

■
第
13
回
尾
坂
雅
人
旗
争
奪
軟

式
野
球
大
会
７
日　

■
第
12
回
鳥
取
県
民
ス
ポ
レ
ク
祭
軟

式
野
球
競
技
大
会
21
日　

■
第
３
回
全
日
本
少
年
春
季
軟

式
野
球
大
会
27
日
・
28
日

《
市
営
関
金
多
目
的
広
場
》　

■
中
部
サ
ッ
カ
ー
協
会
ト
レ

セ
ン
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
小
学
生
大
会
６
日
・
７
日

《
市
営
関
金
野
球
場
》　

■
第
47
回
鳥
取
県
労
働
者
ス
ポ
ー

ツ
祭
典
軟
式
野
球
大
会
６
日
・
７
日　

■
第
３
回
全
日
本

少
年
春
季
軟
式
野
球
大
会
27
日　

■
鳥
取
キ
タ
ロ
ウ
ズ
中

国
・
四
国
ク
ラ
ブ
リ
ー
グ
28
日

▲ニホンリス
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市立図書館
倉吉市立図書館 あ４７―１１８３/い４７―１１８０
せきがね図書館 あ /い４５―２５２３

今月のオススメ

倉吉博物館講座『くらよしの魅力再発見』③

「野外彫刻をめぐろう」

　白壁土蔵群や彫刻プロムナードに設置している野外彫

刻を巡り、作品や彫刻家について解説します。

と　き：  ８月２８日（日）午前９時～１１時

ところ：彫刻プロムナードほか

集合場所：倉吉博物館

※申込不要・参加費無料

自然ウォッチング　

「魚を調べよう」

　私たちの身近な川にはどんな生き

物がすんでいるのか、タモですくっ

て調べてみませんか。

と　き：９月３日（土）

　　　   午前９時３０分～正午ごろ

ところ：下余戸の小川

集合場所：西郷小学校 正面玄関

展覧会・催し　

美術常設企画「子どものための所蔵品展」

　博物館にはどんな絵があるでしょうか。クイズに答

えながら展示を楽しんでみませんか。

会　期：８月４日（木）～９月１１日（日）

※常設展（考古・歴史民俗資料館）も開催しています。

「夏休み自然科学展－森の生きものたち－」

　同じ場所を歩いても、周りの景色に対する意識の違

いによって、見えるものが変わってきます。自然の中

でどこに目を向けると新しい発見ができるのか、その

ヒントを展示します。

会　期：８月６日（土）～２８日（日）

「標本の名前を調べる会」

と　き：８月２１日（日）

　　　　午前９時～

　　　　　１１時３０分

ところ：倉吉博物館

※申込不要・参加費無料

倉吉博物館
あ２２―４４０９/い２２―４４１５

「真夏の方程式」

東野 圭吾／著  文芸春秋

　夏休みに美しい海辺の町にやってき
た少年。そこで起きた事件は、事故か
殺人か。少年は何をし、湯川は何に気
づいてしまったのか。

「パパとぼく」

あおき ひろえ／作  絵本館

　ゆったりとした時間の流れの中で「パ
パとぼく」のいい関係が描かれている１
冊。繊細であたたかい絵が見事な絵本。

「光が照らす未来　照明デザインの仕事」

石井 幹子／著  岩波書店

　東京タワーや明石海峡大橋のライト
アップで知られる世界的照明デザイ
ナーから若い世代に向けたメッセージ。
照明デザインの魅力とその可能性を語る。

▲標本の名前をお答えします

▲ドンコ

８月の休館日　　１日、８日、２２日、２９日

○ ◇
○ △
□ ◇
○

８月の休館日
カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６
29日は休館日

25日は資料整理休館日

※ 8月22日までの月曜日、せきがね

図書館は従来通り休館です。

○おはなしかい（14：00 ～）倉
◇あかちゃんのおはなしかい（11：00 ～）倉
□むかし話をきく会（14：00 ～）倉

△おはなしかい（10：30 ～）関

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

「わすれんぼうにかんぱい！」

宮川 ひろ／作  童心社

　お母さんが入院する…。まゆみは、お
ばさんの家に引っ越して、転校すること
になりました。新しい先生は、まゆみに
「わすれんぼう」になろうと言う。

就農相談会
と　き：９月４日（日）午前１０時～午後３時

ところ：倉吉交流プラザ 第２研修室（２階）

※事前申込必要

問（財）鳥取県農業農村担い手育成機構（あ０８５７－２６－８３５０）

夏休みお役立ち本コーナーを作りました。
　夏休みの宿題に使える「自由研究」「課題図書」「戦争と

平和」について書かれた本を集めましたので、ご利用く

ださい。

　なお、「自由研究」「課題図書」のシールがはられた本は、

１人２冊まで、１週間の貸出とします。予約や貸出の延

長はできません。ご協力をお願いします。
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山
根
さ
ん
は
、
上
神
山
窯
元
で
四

代
目
に
な
る
た
め
に
、
１
年
前
に
、

９
年
間
過
ご
し
た
大
阪
か
ら
倉
吉
に

帰
り
、
陶
芸
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

実
家
が
上
神
山
窯
元
だ
っ
た
た

め
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
陶
芸
の
楽

し
さ
に
触
れ
て
育
ち
ま
し
た
。
し

か
し
、
高
校
生
の
と
き
、
楽
し
い

一
方
で
失
敗
作
は
壊
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
陶
芸
の
厳
し
さ
に
直
面

し
、
ま
た
、
親
の
窯
元
を
す
ん
な

り
継
ぐ
こ
と
に
も
抵
抗
を
感
じ
た

た
め
、
大
阪
の
大
学
に
進
学
し
、

そ
の
ま
ま
大
阪
で
就
職
し
ま
し
た
。

　

「
陶
芸
と
関
わ
り
の
な
い
生
活
を

し
て
い
て
も
、
頭
の
片
隅
に
は
陶

芸
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
３
年
前
に

父
親
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
、
残

さ
れ
た
母
親
と
祖
母
と
一
緒
に
上

神
焼
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
、
純
粋
に
陶
芸
を
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
阪
に
い
て
も
、
倉
吉

が
好
き
な
の
は
ず
っ
と
変
わ
ら
ず
、

休
み
の
た
び
に
帰
省
し
て
い
ま
し

た
。
多
く
の
親
友
が
倉
吉
に
い
た

こ
と
も
あ
り
、
倉
吉
に
帰
り
、
陶

芸
を
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
」

　

作
品
づ
く
り
の
魅
力
を
聞
く
と

と
、「
上
神
山
窯
元
の
特
徴
は
辰し
ん
し
ゃ砂

と
い
う
光
沢
の
あ
る
赤
で
す
。
陶

芸
の
場
合
、
赤
は
色
が
安
定
し
づ

ら
く
、
同
じ
よ
う
に
作
っ
て
も
微

妙
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
難
し

い
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
分
い
い

作
品
が
で
き
た
時
の
喜
び
も
大
き

い
で
す
。
自
分
が
納
得
い
く
作
品

を
も
っ
と
作
っ
て
展
示
会
を
す
る

の
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
」
と
笑

顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
根
さ
ん
は
、
自
ら
の

作
品
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
陶
芸
の
体
験

教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
去
年
の

秋
に
燕
趙
園
で
開
催
さ
れ
た「
輪
っ

し
ょ
い
!!
Ｙ
Ｕ
梨
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
」や
今

年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
開

催
さ
れ
た「
山
陰
ま
ち
な
か
Ａ
Ｌ
Ｗ

Ａ
Ｙ
Ｓ
」な
ど
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

「
教
室
で
一
生
懸
命
作
っ
た
作
品

は
皆
さ
ん
が
大
切
に
さ
れ
ま
す
。
そ

う
や
っ
て
、
陶
芸
を
通
じ
て
、
物
に

対
す
る
愛
着
や
大
切
に
す
る
心
を
感

じ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
ど
こ
で
体
験
で
き
る
か
分
か

ら
な
い
人
も
ま
だ
多
い
と
思
い
ま

す
。
窯
元
で
も
体
験
教
室
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と

機
会
を
提
供
し
て
、
若
い
人
に
も
陶

芸
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
よ
う
活

動
す
る
こ
と
が
、
自
分
の
仕
事
の
一

つ
だ
と
思
い
ま
す
」

　

陶
芸
が
し
た
い
、
陶
芸
を
多
く

の
人
に
体
験
し
て
も
ら
い
、
魅
力

を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

強
い
思
い
で
行
動
す
る
山
根
さ
ん

が
、
倉
吉
の
文
化
を
元
気
に
す
る

力
の
一
つ
に
な
っ
て
く
れ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
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●倉吉市の人口
（基本台帳）

23,804人（－ 11）男

26,512人（－ 18）女

50,316人（－ 29）計

20,467世帯（－  4）

76人（－ 　1）男

172人（－ 　4）女

248人（－ 　5）計

  209世帯（－ 　3）

●外国人登録者数

上
神
焼 

上
神
山
窯
元

山や

ま

ね根　

康や
す
て
る照 

さ
ん

「 

多
く
の
人
に
陶
芸
の
魅
力
を

　

感
じ
て
も
ら
え
る
活
動
が
し
た
い
」

編集後記

▲山根さんの作品

▲ 素焼きした（粘土で作った器を
そのまま焼いた）状態

　

夏
。昆
虫
な
ど
生
き
物
た
ち
の
季
節
で
す
。田
ん
ぼ

に
近
付
く
と
、わ
さ
っ
と
、お
た
ま
じ
ゃ
く
し
や
あ
め

ん
ぼ
が
う
ご
め
き
ま
す
。そ
れ
を
、「
生
き
物
大
好
き
」

な
我
が
家
の
小
学
３
年
生
が
放
っ
て
お
け
る
は
ず
が

あ
り
ま
せ
ん
。先
日
、彼
は
学
校
帰
り
に
田
ん
ぼ
を
の

ぞ
き
こ
み
、夢
中
に
な
る
あ
ま
り
、田
ん
ぼ
に
落
ち
て

し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。「
頭
か
ら
足
の
先
ま
で
泥
だ
ら

け
で
帰
っ
て
き
て
、ほ
ん
に
で
び
っ
く
り
し
た
け
」と

あ
き
れ
た
よ
う
に
話
す
祖
母
は
、そ
れ
で
い
て
、ど
こ

か
孫
の
腕
白
ぶ
り
を
喜
ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま

し
た
。さ
あ
、夏
休
み
突
入
！
思
う
存
分
、生
き
物
観

察
を
し
て
Ｏ
Ｋ
！
で
も
、計
算
ド
リ
ル
と
漢
字
練
習

も
し
っ
か
り
や
ろ
う
ね（
Ｙ
・
Ｔ
）

　

７
月
６
日（
水
）
に
植
木
堤
で
行
わ
れ
た
不
法
投

棄
撤
去
作
業
の
取
材
に
行
き
ま
し
た
。去
年
は
環
境

課
の
職
員
と
し
て
、現
場
で
ご
み
を
拾
っ
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
カ
メ
ラ
を
構
え
ま
し
た
。

炎
天
下
で
足
場
も
悪
い
中
、参
加
者
が
協
力
し
て
不

法
投
棄
を
撤
去
す
る
様
子
が
伝
わ
る
よ
う
に
と
、い

ろ
い
ろ
と
角
度
を
変
え
て
撮
影
を
し
ま
し
た
。昨
年

度
、中
部
で
は
新
た
に
40
か
所
の
不
法
投
棄
現
場
が

発
見
さ
れ
る
な
ど
、
不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
撤
去
作
業
の
様
子
を
広
報
す
る
こ
と
が
、
多
く

の
人
に
ご
み
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す（
Ｋ
・
Ｉ
）


